
The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

呂↓

乙6蜘 呼 妙傭 c鰐 S肌 YS 　成 蟲 に 就 い て

　　（特 に 其 の 形 態 と 生 態 の
一 端）

奥 村 定 一 ・ 石 村 　 清

　　く｝N 　 LESTEaSr　 Jン1　POATtCUS 　SELYS （AD 　U：「，T）．

、　　　 」けyTE 口 CHr 　OKUItURA 　：Ul 〔l　KlyOSIII　IS躍【跡 正UR ム ・

　　　　　　　　　　　　　　形 　　　　 態

　　現 在吾 が 版 鬮内 に 見禺 き れ る Lestesの 種 類は 5 極 Lestcs　te7npoTfeti．s　SELYSt

五 彎・伽 8砧 HA 揖SEM λ翼N ．　L ．（1・・yres　1（皿 BY ，L ．prce（lisecd　EsrERs：itsN，　Zr．ゴr卿 ぬ 偲 SEIY8，

及び 1 亞 種 ム σ綿 副 約 丿¢ m σ漉 粥 Rls に して 五ε8醜 ゴ塑 o，L伽 ＄ SELYSは本州固有

の 腫 な る も未 だ其 の 形態 に 就V ・ て 邦交 に て 報 じられた もの あ る を聞か な込 依

つ て 奥村 は石 村 の 採集違附せ る資料 に 基 い て 成蟲 （乾固標 本）の 形 態に 就丶ρ て 些

か記 して 見た 。

　 　 Genus 　 Leδtθδ．　 LEAcH

　　 〕F｝dinb．　Encyb1 ，　 vol ： ix．　p ，　137　（1S15 ）

　　Gen ・type 五醜 卿 嵋 ・ HA 亙SEM 刪 ・艪 卿 脚 寵・・s　SE鵬 （ゑ ゆ 侃 ぜω

　　 Ann ．　 Sec．　Ent．　 3elg．　 xxViL 　IコP．1BO 〜131 （ISS3）；　 1〈IR？・Y ．，　 Cab．

　　Odonat 乱 ，　p，1G2 （正S90）； Ishimura ，　Trans．　Nat．　His し．　Soc．　Aomori 　NQ ．6．

　　1）．　18 （1938 ）；ヤ マ ト ア ヲ イ F ト ン ボ ，内田 ， 博物之 友 IIV，附錐 r．6 （ユ907）；

　　米 下 ， 農業及 園藝 IV ，　p ，103S （1929）； 奥村 ， 日本昆蟲 目録 （蛸蛉 目） p．3

（1　93　d「）； 五83鯛 卿 画 σr‘ SELYS， コ パ ネ セ ア ヲ イ 1・ト ン ボ
， 松村，日本釜蟲 目録

p．12（1908）．

　　 δ成熟蟲 （乾固標本）： 醐 區細長 に して 濃淡は あ るが其 の 背面 は金屬光澤あ

る青線乃至 青藍色，腹面 は鈍黄色な り。

　　頭部 ：前頭楯，上 唇 ， 下唇側葉、 下 唇 中葉 ， 小顎外葉 ， 大顎外側は何れ も鈍

黄 色．大顎 は 鈍黄色な る も
’
先 端部暗 褐色 な b 。 顔面 ， 後頭楯，頭頂，頬は黒緑色，

觸 角基1部は黒鳩色 r 複眼及び 單眼は濃褐 な る も後者の 周圍基部は淡色．

　　胸前 ：前 胸の 背面 は青緑 ， 左右の 周縁 ， 前縁及 び後部 の 葉片 は 鈍黄色 ， 側面 は

鈍黄 色な る も小青縁斑 あ 砂．合胸 の 斜 め前 孚　〔mesepimeron の Antet’o −lateral
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5・・叫 ・ の 上部 まで ） tま青紘 共の 斜 め彳絆 臆 1駐黄 色 背板及 穿翅基 も亦略 同a ，

肢は鈍黄
’
色 ， 腿節 の 外側及 び下 面 に ，亦 脛節の 夫 に もll群曷の 縦條を走 らす ，蹐節

及び 刺毛 は噌褐 色な り．翅は透明 ．翅脹黒禍 色．縁紋は暗褐色，第 2 中脈 は前翅

に 於て は 結節後．横版の 第 δ〜第 ｛ の 聞 に ，後翅 に 在 っ て は第 2 〜 第 3 の 閻 ， 殊

に 第 呂 に 近 く涙生す る。結節後横脹は前翅 に 10〜ユ3木，後翅 た 11〜13本 を算す

る。後翅咽 瓜は第 3 結節前横1」lkta接 して 紙す。

　　腹都 ： 腹部第 1 環節 よ り第 ＄環節 ま で 背面 は 青縁 色 な る も第 9
， 第 10 環節

の 背面 は 白粉 をi嶷ふ
， 腹侮1鄲 は第 1 環節 よ♪錦 7 環蘆i1後牛 まで 鈍黄色な り， 第 1

環節 よ り第 5 環節ま で の 背面 に 於 て は 冬節前 縁 に 狄 い 鈍黄 色の 横帶あ り， 腹環

節腹面 中央 に は細吋 lill偶 色の 縦條あ り
’
， 叉 腹面第 S，

｛」爾環節は 自粉を被 る 。

　　尾部上附療｝器は基部及 び 外側は羆褐色 ， 内側は 鈍黄褐色な り。先立藩雁内方

に 彎曲 し下 側内縁 に して先端 よ り 1／4 の 部位に 1 個 の 大棘あ り、夫 よ り先 方 に 小

數 の 棘を列生 し外縁 に も亦棘を 散在 す る ， 先端 に 毛 を密生 す．尾部下附屬器は

鈍黄色に し て 箭者 の ％畏あ り。

　 ）」夏長 29mm ．後翅長 17．5 】nm ，

縁紋長 1．2mtn ．、

♀域熟蟲 （乾団襟本）a

　頭部 ： 〔廴と殆
・
ど1司様な り。

胸蔀 ・創 蔽 び 各 脚 色彩は 　 1

δに 比 して 稍淡 色な るの み 、 翅

は透明に して 稍帶淡褐色 を呈す。

　腹部 ： 腹部第 1 環飾よ の第 7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 1 區1ヱ｝estes　J

“
eponicu3 　SELYS　ES・ノ

環節 まで の 背面 の 青緑色は漸次　　　　　　尾 部 附 屬 器　1’背 面 2魂 ［緬

後縁 に 至 る程嚴 くな る。腹部第 8環 節よ り第 10 環 節背面 の 青線色は末環節に 至

る程細 くな る。尾部 附屬器 は 鈍黄色 に して 小 な り。

　　111，長 P−7　mm
， 後翅長 19・mm ， 縁紋長 1β mm 。

飾 7酬 （謙 一V 「IIT
，　
1936石村 ・儼 一 ・・S65？ ・・… e ・

’
B ・TT・涼 都柳泥

ケ 池 宝
・
1914 芝 Hl浜 庫羅 高砂 琴，

1903 松村 ）　 　 　 （奥村定
一）

帶 探 地 に 就 い て は 1936年 S 月 北大 昆蟲學教室 訪 問 の 際 内 聞 先 生 の 御配 慮 に 由り所藏蜻蛉

　標本 を 調 査 す る の 便 宜 を與 へ られ た 。記 して 拜 謝 の 意 を 表 す る
。　　　　　

’
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生 態 の 一 端
一

　　」・estes 　jrmponicles　 SrcLl’S ｝嫡 森縣 1こ 於 て は 東瀬 雪鄭 瀧内村 及び新城糎の Ll・1］lll

地 ec散在す る溜 池に 得 らる。木翹の 生態に 就 い て は 未だ些か も報 じられた 事が

・
な VO ．依つ て 未知 の 點尠か らざ る も此處 に 石村 の 親察．調査の 要領 を纒 め て 先

輩諸賢の 湿情 あ る叱正 を 仰 ぐ所以 で あ る。徇植 物の 調査 に 方 り憩 名の 同定共の

他 に 就 い て 御配慮を賜 つ た青森營林局村井三郎氏に 1羇鬘謝の 意 を表す る。

　　棲息地　　亭 地 の 水 冊 に 於 て は僅か に 青森市造道字浪打に て 16 を 小 川 の

邊 りに 見た の み で あ つ て 且 箪者 の 數年闇 の 探 品 Le戯 lr皹 の 資料 を調査 したが

bl　spo ↑tsfe、．L．．texq）σrfd
・is に 焜在 す る 唯 の 一の 本資料 も得 られ な か つ た 。此 の 事實

は李地 の 71刷 は恰好 の 生 棲地 に 非 ざ る事 を表 は して 居 る 。 然 る に 青森市 の 西方

10粁内外 の 束湘 整郡瀧 胚」村 の 山闇地 竝 に 同新城村 の 僻地 の 溜池 に の み 普通 に

灘
騨

見 られ 伺叉 池の 附近 の 良水質綏

流 に 屡1矧 三され る。此 の 地域 の

地 形は廣漢た る草山績 きで 50〜

60米の 高度の 小 丘 の 幾 多 に も・互

り共 の 匠聞 の 低地 は十 分に 開墾

せ られ た 水 田 を持 つ 。夫 に 伴ひ

灌漑用 の 溜池が 作 られ是 に個體

數の 多寡は あ る が 例外な しに 本

．種 の 棲息 して 居 る の を見 る。丘

の 村落附近 に 赤松林 が あ り處 々

に 倭生 の ク ヌ ギ が 生育 し て 居 る

の み で 多 くは秣場 と して 放置 さ

れ て 居 る小丘 で あ る。

　　 出現 ・ 期間　　ユ936年 S 月

13 日東郡 瀧内村 字三 内の 溜池

（a ）に 出 現 後 闇 もない と推 し

．得 る本種の 盟 669 を獲たが其

の 1週 間前の S 月6 日に は共の
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姿 を見川 し得なか つ た。1935 年 9 月15 日衷郡瀧 1勾村 の 丘 地 に あ る 溜池 （b）に 於

て 前1鰈 地 同横 1』曜見後li，1’jもない と推察 し得 る本種 の 206 ユ09 を ， 又 ユ936年 9 月

20 日 tc　8639 （こ は全 出現数 に 非 ざ る事 勿論）を得 ．同 じく溜池（の に 於て ユ666

拿を捕獲 した。共の 他新城村 ll準地の iftliLL及 び瀧内村附近 に 散在す る 數 ケ 所 の 溜

池に も出現 す る。以上各池に 依 て 夫 々 共の 禺現1射に遲迹 あ る こ と を知 つ た 。8 月

ユ跚 （1936 ）三 内部落近 くの 溜池 （iL　）　va て 多数の個體が IUi現 し居 る に 對 し然 も同

日瀧内村丘地 に 散在す る 3ク 所 の 溜池 （b．e，　d） に は全 く禺現 し居 らす其 の 後9 月

15 日に 出現 し居 る を認，め た。出現期 の 調査は略 ユ週閥毎に 繰返 され た 關係上 明

確 な 日時 を搨げ得 ない が 凡 そ 8 月の 中旬 （10日頃）よ り 91…1上 旬 （1D日頃）・迄に

．互 つ て 弱化が 行はれ そ の 間 1 ケ 月の 遲迹が あ る。 然 る に 同一 溜池内 に 於け る成

蟲 の 出現 は烙時期 を一に して 居 り三 内部藩の 溜池 （の に 於て S 月 13日極 め て 綿

密 な探集 を行 ひ 當時 出現 ，飛翔 しつ S あ りし成蟲 の 殆 ど凡 て を獲た。S 月18日 〜

9 月 20日に其 の後の 出現 欣況 を調 査せ しに僅か に數頭 を見 しの み ，是は S 月 6N

よ り 8 月ユ3 日迄 の 1．週 鬪内 に 羽 化 出現 した もの と認 め られ る。

　　 斯 くの 如 き例は 恥 1己G51β廠 ‘卿 g伽 s‘凸 CHARPE 跚 IELし に も認 め られ 何れ に し て

も此の好澤地 性の 豆娘 の Nymph は特 に其の 生態的要 因に 左右 きれ る もの と思

は る。

　　　δ？の 出現比　　
’
♀は 6 に 比 較 レて 出現 す る個 體數尠 な く63 ：♀ 1 の 割 合

を示 す事は其 の採集 され た 個體数 に 依つ て も知 ら叫る が 殊 に 共 の 出現地 IC於 て

は一見 して 是を肯か しめ る。sq　9は 6 よ り遲れで洞化 隅現 す る もの X 如 く 1936

年 9 月 6 日所見瀧内村丘 地の 溜池 （の に 於 て 多數の δが 叢闘に 群飛し て 居 た に

對 し9は1、2頭 よ り見 られ す 1 迥 闇の 後再 び該地 に 槻察行 した る に 始め て 稍普通

の 數 を認め た。本種が其 の姿 を池邊 よ り沒す る時 日 は ユ0月．ヒ旬 よ り中旬 に 互 る。

早 き もの は S 月上 旬に 現はれ邏 れ た る もの は 9 月の 上 旬迄 に 羽化 を 絡り産卵は

出現 後 10日内外 に 行 はれ る もの 多 く其の完了 と 共 va姿を隱 し殘存 の 6、も∫9 月下

旬〜10月上 旬頃に は既 に生氣な く水邊 に 漂 々 た る を見 る。 五88 嬬 勘o π 躡 H 斜 SE −

・N［ANN の 姿 の 沒す る 8 月の 中旬頃 よ り頓 に 其の 出現を増 し 9 月の 上 中旬 は其 の 最

盛期で あ り，9 月の 下 旬か ら10月の 上 旬 に か け て 次 第に 其の 姿 を減ず る。

　　　環壌　 各 溜池 の 構成は何れ も其の 規を一 に して 居
’
り總て 人爲的 に構域せ

　られた もの で 自然沼を利 用 した もの は皆無 で あ る
。水深 は 1・L2 ．ln ，水 底に ほ腐蝕
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質 の 泥士 を推積 し十 分 の 鬥光を受 け る
。 貯ノk源 は 澤土也の 上流 よ り瀧れ 入る毅 な

湧 水 を堰止 め た もの で 下流 の 謹岸の 土砂 粘ゴ・を以 て 勦 ・れ て ある此 の 土堤下 は

水 中に 向つ て 急 に 深 ま る鴬に濕地 性 の 継物は 貧弱 で あ る。上 流は 濕地 と な 砂又水

　 　　量の 多寡に・
俵 りi昨に は水漬き ， 時

　 　　に は底面 を露出す る。水邊 に は禾

　 本科の Zgrt．clbna 　，qtりbosG　O．　J〈［U）’rZE

  　繁 1）典 の 一圓 に は莎草蓄；｝の 砺 ・e：

　 St）． の 1 種密生 し其 の 醐 に 禾 本科

　 の Phrceavt・・ites脳 ♂9咐 囎 【『【tT“TT1rsが

　 生育 して 居 る
， 栴物の 群落は 單純

　　 な る も30cln位 の 長 さの 伽 齠 ・P、

　　 の叢 聞に本種 の 姿を見 る。池 を 挾

’
・
（iiii＝ ；i；iii5

＝ b＝ ＝．一 一
窄す る 小 丘 の 池岸は」・流 の 部 分程

　　　第 躙 　 棲 息 池 の 模 式 鬪 　 顯署 な らざ る も多少 の 濕地 及 懺

　　　　　　
R・1Pt野　

b・α齠 τ の 叢 生 場 所　　所が ある。1．St
’
echste　glebosa　O ，1〈VN，　TZE

と C’・’“nye，1：　h
’P・が 職 し共の ・殴塵 接 して 下記 の 植物が群落を見せ オ噸 の 棲息に 好

適 な場 所 を提供 し て 居 る 。

　　禾 本科 1躍 偏 2 μ吻 sα o，IIVNTfnE，　P／ei
’
ceg？nites　 vatlater ・is　Tnmltrs ，

　　櫻草 科 ゐ細 雄 齢 吸 ・置σ  吻 1・・ RI （・UT … 、五 ル ，翩 宙 M 。x 、、，。WK 。．

　　千屈莱科　Lritht’・uwb ＄祕Io鰯 吻 Llti・．yE ．

　　燈 心 鯏 Jwn・cus 　 k・r・e7・zeri　F ・・N・H … 七S ・V … EI  tT ．prist）iatoe ・・η・，，・．　R 　B 。．

　 　 　 var 　Leschenfeult　Bue　i｛ i｝　Av ．

　　繖形科 　Pimpineltce　seo
−
t，ce　FnA．yCHer 　et　SAVATIER ．　　 ．

　　菊　科　σ壱o・s’i’t・．” tao ”100・eoese　NAKAi ．
・

　　百 合科 　Ilosimσ儲 醒 b臨西 ENGLER ，

　　揚 柳利 翫 臨 蜘 ρ襯 ・ SEE ・．［aX
，
　

’
S．　i吻 陥 THu 醤 ・・RG ．

　　鳶尾科 傭 伽 剛 臨 s・EB 。LD，

　　水 瀧骨科 凱 吻P鮪 P6・鰯 ・吻 励 θ3σ備 FE 前 ＾LD ．

　　以 上 主植物を掲げ たが 池の 講造 と共の 雌 に 於け る植生状況 を 槻察すれ ば

本種 の 群擾場所を指摘 し得 る。池中に は禾本科 Pla・Ctpt）bites　vittgft・ris　TRnh’lvs を初
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餅 掟 一・・研 姑 1｝話 鮒 謬鰯 ‘匹1・ω ・‘備 S，比 rδ 成 蟲 に 就 い て s9

め と し池 i百に 浮游する ノk草獺及 び 下記 の 植物が比較的上流 の 淺所 に
’
繁茂 して 居

る、

　　莎草科 卵
，ア16s　tl

’・iqt，nter
．
LI槲 瓦 α 匹，w 　sp ・，　kS

’
・−tbuei’oit・rettes　LiNNE，

　　　　　　 鼠 ttGbe・jlzct・Lコeibptltaiivi・GMEL 【N ，鼠 θ冴 σ臨8，工
）

OIRn 　r．

　　 澤1駢 斗 1〜姻  
・．i・・　 f・ginresi・ε M 、LK ・N 。．

　　産卵期 に 入 れ ば是等池 ・k中より抽 出せ る 澤地 性植物の 繁生せ る 鄰 亅r． lltで

來 り殆 ど例外な しに 此 の 時期 に本
−
腫 の 顆 しきを認 め る．

　　飛翔 ・靜止 　　本種 は綏か に 水邊 の叢闇を飛翔す る が Ag・r．inn の 如
’
⇔ 雉 llを

す れ すれ に 飛 ぶ こ とな く常に 水面 よ り 10〜30c跏 の 高度を保 ち て 飛翔 する．課

止 す る際は直立 した草莖叉は 枝莖 に恰 も樹木に攀登す る が 如 く前中後脚 を左右

交 互 に して 擱 る。鱧は直立 した 1肛莖 に 準 行 して 歳 ILす る こ とな く凡 そ 4Sbの角度

を以 て 尾 端が 靖
1
，：莖 よ り離 れ る。前翅 は ノ網

二
よ り少 くし立 て 12v°〜1凱f 程度 に 展

開 し後翅は略 ノ姻 三に 撮持せ られ る も夜闘は常 に 翅 を閉 じて 靜止 す る
。 本種 は特

に Lestes　tev7eq，oodceli＄ SELYS と異な り bivthplaceで ’
ある共 の 出現 池 よ ゆ離れ て 遠

く草 原 を飛翅徘佃す る こ とは 稀で あ り捕食場所 と．して 叉塵
’
卵場祈 と し て も好 適

な池一ヒに群飛 し殊 に建 着性 に 生 くq

　　捕剣 慨 及び食性 域 蟲に 依つ て 捕 食 ざれ た 昆蟲 蹴 い て は 典 の 種名 を

調査 し得な い 洲 嚶 忙 1驟 す る Dipt … lt の σ・飆 鷹 伽 ・・‘・‘・・ の 顯 ．小蛾 類

及び Rhy ・・hdt・ の Jessi・9・eL’ の ・ 種 が獲 られて 居 る ； 糎 は永 く室 収 飛翅す

る こ とな く僅か に 飛ん で は草莖1・ 靜止 し又卸 報 して 飛翔す る．飛翔 しos あ

る小昆蟲 の 眼前 鰊 る あれ ば棚 拍勺嘱 闇 に 動 い て 遊 捕 食ず る．蒲 ，’靴 の 昆

蟲が 姐 服 レて 捕 へ ら鋒 か 榊 付記 す る。フ腿 の 禾本科及 び 莎草科有吻 の 草莖

か ら韓 へ と撥 き出畝 る如 飜 翔 をす る 伽 漁 は 遊 捕 へ る ・ と は翻 な

らす ， 靜止 の 時は極 め て 近 接す る も飛撥 せ ざ るを以 て 巧 み に 捕食す る。
’

　　？の 交尾前後の動作　　♀の 動作は 6 に 比 して 稍活艘を缺 き 常 に 池邊め叢

間深 くに 棲息し丿螺 の 暾 勲 ば ・庵 に 魏 現 はし て ♂
’
と交尾 する．鞘 は此

の 際 ♀の 6 に 對す る搬 の 警副 と思はれ る興味 あ る 動 作の
一
端 を觀察 し得た．

9・tt近接 し勅 る δの 正敵 位置 し麟 の 2灘 麺 角近 く下方に 勵 睡 しめ

飛翔 しつ 、特殊 の動作 を保 つ ，δは是 に 對 し9 の 醴側又 は後方に 占位ぜん と ♀が

此 の 特殊動作 を保持す る に も拘は らす 交尾動作を續 け自體の 方向の 急轉換 を％．　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●
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9ゆ 昆 蟲 。猿
幽
十 二 卷 第 三 暁

し此 の 闇瞬1晦把 レて 一t一種の ’正輝 7が 見 られ 6 が 敏活な動作 を取 り都合良 く？の

背上 に 位 置 し得札 ぱ す カ・ さす 9 の 顕鄰 を喞 へ 叢闇 に 落ち壬込む 。多 くは 水 1丘1に 落

下 せ す ？は近 くの 草嚢 に 擱る。頸部 を捌 へ た δは そ の 腹環郤を彎 llliせ しめ杷握

器 を 以 て 前 胸 を 掴む
。 然る後 6 ♀迚鎖 し て 飛 翔 す

。
此 の特殊の 重均作 は δ に

．
依つ

て ♀が 不 意｝ζ襲はれJた際に 1よ見 られ なV 、。単獨な δは蓮鎖歌態 に ある 6 拿に 對

して 陥止 の 動作を 取 る こ とが屡あ る。 9が 産卵の 機能の促進 せ られ 居 らざ．る際

に は 屡翔 を開 きた る幾 6 に 前胸 を摘 ま rtた llJ（態 で 吊 り下 り 6 は 望體を支持 しか

ね て 藻掻 い て 居 る 事等 も間々 見か．け る 。 交 尾後 の δ ♀は叢間 に潜ん で 居た單獨

の 峙 よ り動作活發 と な り産卵の た め 常 に 池ホ．面を盛 に飛翔す る
。　　　　 ． ・

　　産卵　　産卵は 普通 δ♀連鎖 の 盤行 はれ る が 稀に ♀ の み に て 産卵を繆 る 場

合が あ る。交 昆後 拿の 産 卵中愈 々 6 と離II兌した 時 ダ 暫時其の 催の 欺態に て草莖

に 靜止 して 居 る が，稍あ つ て 又 單猫 に て 蓙 卵を始め る。産卵の 動作は ♀の みた

・る と連 鑚 せ る とを問 はす何等變 る こ と が な、い 。

　　 1936年 8 月〜 9 月瀧内村 の 溜池 （b ， o） に 於 け る産卵欺 況は 9 月 200 頃稀

に 見 られ 典の 動作 亦綏漫 に・し て 水 中 よ り 抽出せ る 1”eo・ayon ・ites　Vttlga
・
］
・
奮 1’，L｛1）ifエUSd

ε吻 ，ws 　o，euc ）
’
oiiftttes　LINNS 　￥ に 　1 卵か ら 6 卵宛産付 しつ

．
　L 移動す る。典の 動作 を

観察す る に 産卵管を莖に 直角に 突 き刺 し次 い で 腹端 に 近 き數環節を左右に ひ ね

．りつ 、 産卵管を 1卵毎に 卵孔 か ら引 き 拔 くこ とな く産付す る。卵の 位置 は表 皮

表 面々」 ら僅か 1mm 内外 の 深 さ に 過 ぎな い ．1936年 9 月20日溜池 （b，
　c ） に 於 て

産i卵 ll丿こ況 が頻 りに 目 に 止 ま る
’
榛 に な り多 くは 伽 ・

躍 sp り 挽勿雌 儡 璽‘c？っ 盟 鰯 工．INN 重

等 に 産卵 し共の 他 Pノ襯 g，1鵡 θ鍬 吻仰瘤 TRIMus ，　，9c・irfnas　7）ucco，07’t・atus　LI）．TN‘rS．
，
＆ あ惣 ‘θ

一

　 　 　 　 ノ　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　
「

teo，　LINNE ，鼠 ei：ectUS　POIREI］，．駈妙i‘勧 軸 ‘‘μ？齠 配 LINN角等 に も産卵 し術黄褐色に變

じた 偽 ，
・ex　sp ．の 莖 に も見 られ池水 中に 水漬か つ て居 る

’
植物であれ ば共の 如何な

る科廳 の もの に も産卵の 證跡が 認め られ る。 然 る に 其 の 植物は池7k面 に 限定 さ

れ る が 故か揚柳科植物等の 木質莖郁 に 産 卵せ られ た もの を觀察 し得なV ・。又油水

．a−）時 に は如 何 に 産 卵 に 好適な植物 の 繁茂を見 る も全 く産卵動作 を見 られ な い 産

典 巽 邑 § 丶 鸞 黷 、拶膿
　 I　　 II　　　 1エ1　　．互Y　　　 V　　　　

−
、ぺ に て 檢す る に 卵は国の 如

第 燭 1’−v 吼 罐 卵 沸 岬
の 各種 の 縮 　 く櫛 ・∫しEr並 ぺ られ て 居 る事
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餅 掟 一・石 村 i，！i’： L ・・st・s ゴ・・P伽 螂 S・ 鵬 成 蟲 1’こ 趣
’て 91．

は 厩 ・ 瞬 ・・曲 SE鵬 と同様で あ る e ．産卵期 に 弧風 の 吹 き荒砌 d欝 の 動

搖激 し を折 に も産卵は繼績 され る。産卵時 に あ る迚鍔沖 の 6 ？も夜 閥は水邊 の

叢 に 各單獨 に て i即止 して 居 る。暁 に は米 だ活動せ す，午前 ユP蒔頃 に 至 つ て 漸 く

産卵動作を始め 午後 2 時頃 を最 盛時 と し同 4 時頃 よ り漸次 是を 中止 す る。

　　孵化
「

卵は長橢圓形淡黄 白色，長徑約 1，3mm 短CK り121nmtt時 日を綻過

す る に 拌れ色彩は黒 羯色 に 變 する。青森地方 は 19 月下 旬 まで に 數度 の F轡 を見

る 爲池迸 の 枯れた被産卵藪 も 積雪 に覆はれ或は水 中に 沒す るが概 して 生活 力を

保 ち越年の 欣態 を採る。試み に被産卵輩の 一部 を滑良 な 池水 中 （飼育槻察の 爲

の 園筒砧子器 ） に 2〜呂 ケ 月間放置 し ， 叉或は時 に 水 漬 き時 に 水面
’
上 に 露出す る

等變化 あ らしめた る も莖内の 卵に は何等の 異从 を認 吟なか つ た ．

　　雜交　　1935 年9月竝 に 1936 年 9 月20 日本種 の ♀と L θs伽 靼川 z鴉 H ム 齢 EMA 甑

の 6 の 交尾及び共の 産卵が 1例宛見 られた。此 の 兩種 は 一見體私 ．色彩 も酷似

し て 居 る
。 僅か に 生 淺す る Lestes．ep6nscb　I

−IA）
rsEMktiTN の δと本種 の 9 と の 交尾

で ある が 雜交 の 結果は遺憾 なが ら究め す。

　　盆害 　 本種 は筆者 の 觀察に 依れ ば 五・・孟・・ 綱 ・・；
・
・tis　S肌 ys の 如 く果樹等

の 木質部 に 塵卵せ す庸に 池水 rl； の 草本 に 限定せ らる るが 故 に そ の 害 は認 め られ

なv ・。

　　害敵　　JPt　S！丿呷 伽 脳 spp 、が 本種 の 域蟲 に 對 し天敵 なる外 ， 水邊 に 飛來す

る 小 鳥類が あ る
．
又叢聞の 蜘1蛛類 の 網に か s・i・ る も認 め た ・秘 火の 頃池水面 を多

數旋 廻飛翔 して 居 る 海 8伽 酣 mi ．rtcc　LAi ’REiLLE
，
　 A ：ittou］ece 工IN魚 ．　ft．？瑠 ？

髄
ψ 購

MARIIN 等 に は全 く捕食せ られす 。

　　　　　　　　　鋒 　　　　摘 　　　　 要

　　 1．「Lestes 丿卿 児纏 s　SELYS は畚森市西方 に 位置す る瀧 田 ， 新城地 方の 溜池 、

に 多數棲息し て 居 る
。

　　　2， 成蟲は早き もの は 8・月10日 頃 よ り遞 くも 9 月ユ0 日 頃迄 に 羽化 す る が 出

現 の絡期 は10月上旬で ある。

　　　3． 同
一溜池内 に 於け る成蟲 の 出現 は整齋せ．ちれ ，

5ド 6 日中
’
に 凡そ の 羽化

を 了する 。

　　　4， 出現 池 に 於 け る δ 9 の 比 は略 3 ； ユ に して 常に 拿は尠 く ， 其の 上 出現 も

　6 に 比 して 稍遲れ る。
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9， 昆 鎧 ・勢 十 二 卷 第 三 號

、　 5， 蹴現 池の 形駄は拙互 に 似て 次 生拡物 XI 耀 凋 ，、を主 と した叢剛 に 好ん

で 群屡す る．、從 つ て 1［1現 期 に は 一一見 し て共 の 棲息場 所が推定 され る。

　　6．飛 翔は緩 に して 常 に 池 水面 10〜3UCm ．位の 高度を保ち 』磨息池 よ り逑 〜、
へ 飛 出す こ と な く極 め て 定蒲性 に 富む 。

　　 7．捕 食 され る 主要な昆蟲 は DipteViLの σ醸 cld 〔嶋 迎 τ‘磁 ぜ雌 1［emip しera の

幽 戚 ｛伽 及 び 孕epidopterl し の 訂 i｛・j・曜溜 lw ∫‘1佃 等 の 小昆蟲 で あ る。 ・

　　 S．使か の 草闇 を捕 食場所 と して 好 適 な 場 所 へ 定着 して 居 る。但 し時折小範

圍に移行す る．

　　 9． 發生 の 初期 は 總琴 て 叢川に潜 ん で 居 る が 成熱時 に 準すれ ば ♀6 と もに

水邊 に 出現 して 來 る
。

　　10． 交 尾の 行 はれ る際 ♀ 61C特殊 の 勁作が 見 られ る。

　 ．1ユ． 産 卵は 9 月の 中下 旬。共 の 動作は　Lestes 伽 脚 ’罵 傭 SEL−YS ，五 ，91）・tlSti ．

｝IANSEr　Ls 　NN と異 なる 黝が な い 。

　　12，　蓙卵きれ る植物は Cccrex　sp ，
評
5’

吻 胴 ‘’惣 臨 θr　LエN諭 等池 ノk申に 水 漬か

つ て 居 る 凡 ゆ る 種 類 の 草 本類の 草 莖 で あ り未 だ灌木等 の 木 質莖都 に 産 卵 し た る

もの を・觀察 し得 なV ・。

　　1昌．．卵孔 は
一

直線散 に 下降 し卵は横刺 L．va　1 孔 に 1〜6．卵を産付す る。
’

　　14・ 卵は 長橢圓形 淡黄白色後 月黒褐色 に 變 じ被tt卵莖内 に て 越年の 耿態

を採 る。

　　ユ5．本緯は有害 なる 昆蟲 を捕 食す る も 乃畑 抽ゆ 冠 和 SELYS の 如 く果御
等 に 蟲 臻 を作つ て 被窘を輿 へ る こ と は認め られ ぬ 。　　　　　　 （石村　清）
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